
2021年 10月 1日から 2022年 4月 30日までに   

急性肺炎で当院救急外来から入院された方およびご家族へ 

 
当センターでは下記の臨床研究を実施しています。 
この研究の詳細についてお知りになりたい方は、問い合わせ担当者まで直接お問い合わ

せください。 
なお、この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の情報等をこの研究 

に使ってほしくないと思われた場合にも、問い合わせ担当者までその旨をご連絡下さい。 
その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
●研究の名称 
急性肺炎患者における治療前血液培養採取の意義を検討する観察研究 
●研究の対象 
2021年 10月 1日から 2022年 4月 30日までの期間に、当院救急外来から、新型コロナウ
イルス PCR 陰性を確認の上、入院時主病名が市中肺炎または医療介護関連肺炎の診断で、
血液培養を 2セット採取され入院した患者さん 
●研究期間 
研究許可日から 2025年 3月 31日まで 
●研究の目的 
日本の多くの医療機関では、患者さんが肺炎で緊急入院する場合、血液検査の中で、血液培

養という検査項目を実施します。血液培養は、血液内の細菌感染の有無を判定する検査です

が、急性肺炎の患者さんに対して、血液培養を採取することは、日本の肺炎に関するガイド

ラインで推奨されているものの、推奨根拠となる研究は、質の高くない研究が根拠となって

おります。かたや、米国の肺炎に関するガイドラインでは、特定の病状にある患者さんを除

き、肺炎の入院時に血液培養を採取することは推奨しないとされており、米国と本邦では見

解が分かれております。当院は、日本の急性期医療機関として、肺炎入院時に血液培養を採

取しております。当院での血液培養検査の結果を解析することで、血液培養の意義について

考えるため、本研究を実施します。 
●研究の方法 
通常の診療の中で得られる診療情報や臨床検査の情報を、個人を特定できない形で収集さ

せていただきます。 
●研究に使用する試料・情報 
年齢、性別、各種血液データ、診断後の経過、治療内容、転帰など 
●資料の入手または閲覧、開示 



この臨床研究の計画や方法については、あなたのご希望に応じてあなた自身の資料の要求

または閲覧ができます。あなたがご自分の研究結果を知りたいと希望される場合は、研究担

当者にその旨をお伝えいただければ、ほかの研究対象者に不利益が及ばない範囲内で、あな

た自身にあなたの結果をお伝えします。希望された資料が他の研究対象者の個人情報を含

む場合には、資料の提供または閲覧ができません。 
●お問い合わせ先 
〒173-0015 東京都板橋区栄町35番 2号 
東京都健康長寿医療センター 
             呼吸器内科 石橋昌幸 
連絡先：03-3964-1141(平日 9:00～17:00) 



研究実施体制 
研究代表者および研究責任者 

地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 呼吸器内科 
石橋 昌幸 

 責任：本研究における最終的意志決定 
 役割：研究の統括、試験の立案、試験デザインの策定、データの管理、データの解析と解
釈、論文作成 

 
研究事務局      
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター呼吸器内科         

石橋 昌幸、山本 寛 
〒173-0015 東京都板橋区栄町 35-2 
TEL: 03-3964-1141 

 
研究分担者  
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 呼吸器内科 
佐塚まなみ、野木森智江美、籠尾南海夫、山田浩和、山本寛 
役割：対象患者の診療、研究結果の解析、論文作成 


